
 

 

□ （1） 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加えたときにできる固体。 

□ （2） 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加えたときにできる液体。 

□ （3） 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加えたときにできる気体。 

□ （4） 炭酸水素ナトリウムに塩酸を加えたときの化学反応式。

□ （5） 化学変化の前後で全体の質量は変化しない法則。

□ （6） 銅の質量と化合する酸素の質量比。

□ （7） マグネシウムの質量と化合する酸素の質量比。

□ （8） 銅と酸素の化合の化学反応式。

□ （9） マグネシウムと酸素の化合の化学反応式。

□ （1） 酸化カルシウムに水を加えると生成する物質。

□ （2） （1）のような熱を発生する化学変化。

□ （3） 塩化アンモニウムと水酸化バリウムに水を加えるとできる物質。

□ （4） 塩化アンモニウムと水酸化バリウムに水を加えると発生する気体。

□ （5） 塩化アンモニウムと水酸化バリウムを反応させると、熱を吸収する。このときの化学変化。

□ （6） 化学変化での熱の出入り。
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塩化ナトリウム

水

二酸化炭素

NaHCO3＋NaCl→NaCl＋H2O＋CO2

発熱反応

塩化バリウム

アンモニア

吸熱反応

反応熱

質量保存の法則

銅：酸素＝4：1

マグネシウム：酸素＝3：2

2Cu＋O2→2CuO

2Mg＋O2→2MgO

水酸化カルシウム

目標時間

10分

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

3.化学変化と物質の質量

単元1 化学変化と原子・分子

目標時間

10分

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

4.化学変化と熱の出入り

単元1 化学変化と原子・分子


